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およそ半数は高齢者です！
熱中症とは、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の

水分や塩分のバランスが崩れ、体温調節機能がうまく働かなくなり、

体内に熱がこもった状態を指します。

高齢者は、暑さや水分不足に対する感覚機能と、暑さに対する

体の調整機能が低下しているので、特に注意が必要です。

節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようにご注意ください。

気温や湿度の高い日には、無理な節電はせず、適度に扇風機や

エアコンを使いましょう。

熱中症について正しい知識を身につけ、体調の変化に気を付けて、

熱中症による健康被害を防ぎましょう。

部屋の中なら大丈夫？

×部屋の中では熱中症対策をしていない

×夜は特に注意していない

熱中症は、室内や夜間でも多く発生して
います。すだれやカーテンで直射日光を遮る、
換気をして屋外の涼しい空気を入れる、
必要に応じてエアコン等を使用するなど、
部屋に熱がこもらないよう常に心がけましょう。

屋外で活動している
時だけでなく、室内で
特に何もしていなくても
熱中症を発症し、
救急搬送されたり、
死亡する事例が報告
されています。

×夜中にトイレに行くのは面倒だ
×のどの渇きを感じない

高齢者は、加齢によりのどの渇き
に対する感覚が鈍くなります。
のどの渇きを感じなくてもこまめに
経口補水液などで水分や塩分を
補給をする必要があります。

熱中症が疑われる人を
見かけたら

涼しい場所へ
体を冷やす

水分摂取

自力で水が飲めない、
意識がない場合は、
すぐに救急車を呼びましょう！

更新日：R4年8月 作成元：練馬区社会福祉事業団 地域支援課 医療職担当者会
出典：厚生労働省 熱中症予防HP http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/ 

環境省 熱中症予防HP http://www.wbgt.env.go.jp/ 

熱中症は適切な予防をすれば防ぐことができます
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